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教
員
採
用
試
験
の
民
主
化
運
動
と
臨
時

教
職
員
の
待
遇
改
善
運
動
の
あ
ゆ
み

　

今
年
度
も
採
用
試
験
の
準
備
の
時
期
を
迎
え
、「
虎
の
穴
」

の
学
習
会
も
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
22
年
間
に
及
ぶ
採
用

試
験
と
臨
時
教
職
員
問
題
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

●
高
教
組
・
県
教
組
・
私
教
連
が
臨
時
教
職

員
問
題
三
教
組
連
絡
会
を
結
成

●
第
28
回
全
国
臨
時
教
職
員
問
題

学
習
交
流
集 

会
を
青
森
で
開
催

●
青
森
県
情
報
公
開
条
例
成
立

●
高
教
組
、
試
験
問
題
漏
洩
事
件
で
記
者
会
見

●
県
教
委
、
採
用
試
験
の
問
題
を
開
示

●
高
教
組
、
採
用
試
験
問
題
と
回
答
を
実
費
配
布

●
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
２
８
９
０
円
か
ら

２
８
３
０
円
へ
減
額

●
同
一
年
度
２
回
目
以
降
の
転
居
を
と
も
な
う
異

動
に
限
り
赴
任
旅
費
支
給

●
非
常
勤
講
師
給
与
月
給
制
か
ら
実
績
制
へ

●
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
２
８
９
０
円
か
ら

２
８
３
０
円
へ
減
額

●
「
虎
の
穴
」
学
習
会
ス
タ
ー
ト

●
「
教
員
採
用
試
験
制
度
と
臨
時
教
職
員
制
度
の

改
善
を
求
め
る
青
森
県
民
の
会
」
結
成

●
教
員
採
用
制
度
の
改
善
を
求
め
る
署
名
運
動

●
大
分
県
教
員
採
用
試
験
汚
職
事
件

●
高
教
組
、
教
員
採
用
試
験
選
考
基
準
の
開
示
請

求●
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
２
８
０
０
円
→

２
７
９
０
円 

へ
減
額

●
臨
時
講
師
の
赴
任
旅
費
支
給
拡
大

●
県
教
委
、
採
用
試
験
の
選
考
基
準
を
開
示

２
０
０
３
年

２
０
０
４
年

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

２
０
０
７
年

２
０
０
８
年

ブラックボックス状態に風穴

★
「
虎
の
穴
」
が
ス
タ
ー
ト

１
９
９
６
年

１
９
９
７
年

１
９
９
９
年

★
試
験
問
題
の
開
示

　

青
森
県
で
は
教
員
採
用
試

験
の
問
題
は
長
く
非
公
開
と

★
選
考
基
準
の
開
示

　

教
員
採
用
は
一
般
の
公
務

員
と
違
い
「
選
考
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
、
選
考

基
準
は
公
表
さ
れ
て
お
ら

ず
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
状

態
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
、
２
０
０
７
年
に
大
分
県

で
教
員
採
用
を
め
ぐ
る
汚
職

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
高

教
組
は
直
ち
に
選
考
基
準
の

開
示
請
求
を
行
い
ま
し
た
が

★
中
体
連
県
大
会
と
の
日

程
重
複
解
消

　

中
体
連
県
大
会
と
採
用
試

験
の
日
程
が
重
な
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
高
教
組
に

も
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
高
教
組
は
県
教
委
に

日
程
の
重
複
の
解
消
を
要
求

し
、
さ
ら
に
市
民
団
体
「
求

め
る
会
」
と
し
て
も
、
中
体

連
当
局
へ
日
程
解
消
を
要
望

し
ま
し
た
。
何
度
も
中
体
連

連
盟
会
長
の
も
と
に
安
藤
会

長
と
事
務
局
で
足
を
運
び
、

日
程
の
重
複
の
解
消
を
お
願

い
し
、
２
０
１
１
年
つ
い
に

県
中
体
連
が
２
０
１
２
年
度

の
県
大
会
を
１
週
間
早
く
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
長

い
間
県
大
会
へ
の
生
徒
引
率

と
教
員
採
用
試
験
の
間
で
苦

し
ん
で
い
た
中
学
校
で
働
く

　

高
教
組
は
２
０
０
６
年
か

臨
時
講
師
の
み
な
さ
ん
の
懸

案
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

★
一
次
試
験
免
除
と
年

齢
制
限
撤
廃

★
高
校
家
庭
科
試
験
調

理
師
免
許
問
題

　

２
０
１
０
年
５
月
、
県
教

委
は
、
高
校
家
庭
科
の
受
験

条
件
に
「
調
理
師
免
許
」
を

加
え
る
と
突
然
発
表
、
高
教

組
は
不
当
な
条
件
で
あ
る
と

し
て
県
教
委
に
対
し
て
要
望

書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
２

度
に
わ
た
っ
て
記
者
会
見
を

開
き
、
こ
の
問
題
の
公
表
と

条
件
の
撤
廃
を
世
論
に
訴
え

ま
し
た
。
結
局
、
条
件
は
覆

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
翌
年

に
は
こ
の
条
件
が
取
り
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
５
年
４
月
、
本
県

で
の
臨
時
講
師
経
験
が
直
近

５
年
間
の
う
ち
、
３
年
間
の

勤
務
で
、「
一
般
・
教
職
教

養
試
験
」
を
免
除
す
る
と
、

県
教
委
が
発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
受
験
年
齢
制
限
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
50

歳
ま
で
と
い
う
受
験
年
齢
制

限
も
撤
廃
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
10
年
来
の
要
求
で

あ
っ
た
、
受
験
科
目
の
軽
減

と
受
験
年
齢
制
限
の
撤
廃
の

二
つ
を
同
時
に
叶
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

さ
れ
、
持
ち
帰
り
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

２
０
０
３
年
、
受
験
業
者
の

東
京
ア
カ
デ
ミ
ー
が
秘
密
裏

に
問
題
を
入
手
し
て
い
る
こ

と
が
発
覚
、
高
教
組
は
記
者

会
見
を
行
い
、
県
教
委
に

よ
る
採
用
試
験
問
題
の
不

正
流
出
を
告
発
し
ま
し
た
。

高
教
組
は
、
こ
の
年
か
ら

２
０
１
１
年
ま
で
採
用
試
験

問
題
を
情
報
開
示
請
求
で
入

手
し
、
受
験
生
の
皆
さ
ん
へ

実
費
で
配
布
し
ま
し
た
。

県
教
委
は
抵
抗
し
、
情
報
公

開
審
査
会
で
の
13
ヶ
月
に
及

ぶ
激
し
い
や
り
取
り
の
後
、

２
０
０
８
年
、
よ
う
や
く
開

示
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
選
考
基
準
は
現
在
は

県
教
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。採用試験の民主化

ら
臨
時
教
職
員
を
本

格
的
に
組
合
員
と
し

て
迎
え
入
れ
、
組
合

員
限
定
教
員
採
用
試

験
対
策
講
座
『
虎
の

穴
』
学
習
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
臨
時
教
職
員
の

組
合
員
の
最
大
の
要

求
が
採
用
試
験
突
破

に
あ
り
、
そ
の
要
求

に
応
え
る
た
め
の
学

習
会
で
す
。
さ
ら
に

め
ま
し
た
。
県

議
会
で
も
こ
の

こ
の
年
、
会
長
に
安
藤
房
治

弘
前
大
学
教
授
（
現
在
は
名

誉
教
授
）
を
迎
え
、「
教
員

採
用
制
度
と
臨
時
教
職
員
制

度
の
改
善
を
求
め
る
青
森
県

民
の
会
」（
略
称
：「
求
め
る

会
」）
を
結
成
し
運
動
は
市

民
運
動
へ
と
広
が
り
ま
し

た
。
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●
文
科
省
「
臨
時
・
非
常
勤
職
員
及
び
任
期
付
職

員
の
任
用
等
に
つ
い
て
」
を
通
知

●
臨
時
講
師
の
「
空
白
の
１
日
」
部
分
の
社
会
保

険
継
続

●
臨
時
講
師
の
年
度
を
越
え
た
年
休
の
繰
越
実
現

●
採
用
試
験
年
齢
制
限
撤
廃

●
講
師
経
験
３
年
以
上
の
者
の
一
般
・
教
職
教
養

免
除

●
普
通
学
校
と
特
別
支
援
学
校
の
併
願
可
能
に

●
地
方
公
務
員
法
改
正
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
会

計
年
度
職
員
設
置

●
神
奈
川
県
・
神
戸
市
で
「
空
白
の
１
日
」
撤
廃

●
京
都
府
・
京
都
市
で
「
空
白
の
１
日
」
撤
廃

２
０
１
１
年

２
０
１
４
年

２
０
１
３
年

２
０
１
５
年

２
０
１
６
年

２
０
１
７
年

２
０
０
９
年

２
０
１
０
年

●
第
40
回
全
国
臨
時
教
職
員
問
題
学
習
交
流
集 

会
を
青
森
で
開
催

●
県
教
委
、
採
用
時
の
雇
用
条
件
を
書
面
で
提
示

●
県
教
委
、
採
用
一
次
試
験
・
二
次
試
験
の
評
価

基
準
を
公
開

●
高
教
組
、
県
大
会
と
採
用
試
験
と
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
解
消
を
県
教
委
に
申
し
入
れ

●
高
教
組
、
家
庭
科
採
用
試
験
調
理
師
資
格
問
題

で
記
者
会
見

●
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
を
２
７
９
０
円
→

２
６
５
０
円
へ
減
額

●
高
教
組
の
指
摘
で
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
を

２
７
８
０
円
に
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
訂
正

●
臨
時
講
師
の
年
休
繰
越
最
大
20
日
認
め
ら
れ
る

●
県
中
体
連
、
県
大
会
と
採
用
試
験
と
の
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
解
消

●
非
常
勤
講
師
時
間
単
価
を
２
７
８
０
円
→

２
７
７
０
円
に
引
き
下
げ

「教育に臨時はない」を合言葉に

２
０
１
８
年

　

臨
時
講
師
に
は
異
動
の
際
の

赴
任
旅
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
短
期
間
で
異

動
を
す
る
臨
時
講
師
に
と
っ
て

★
赴
任
旅
費
支
給
を
大
幅

拡
大

臨時・非常勤教職員の待遇改善

大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
高
教
組
は
臨
時
講
師
組
合

員
の
切
実
な
要
求
を
受
け
て
、

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
、
そ
れ

ま
で
年
度
内
２
回
目
の
異
動
の

際
に
出
て
い
た
赴
任
旅
費
を

★「
空
白
の
１
日
」

の
社
会
保
険
継
続

　

多
く
の
臨
時
教
職

員
は
３
月
31
日
が
辞

令
の
空
白
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
月
の
末

日
が
社
会
保
険
の
基

準
日
の
た
め
、
臨
時

教
職
員
は
３
月
だ
け

は
社
会
保
険
料
を
全

額
自
己
負
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
３

月
下
旬
に
は
保
険

証
を
県
教
委
に
返

★
年
休
の
繰
越
が
実
現

　

賃
金
だ
け
で
な
く
、
休
暇

制
度
も
教
諭
と
講
師
は
差
別

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
県
教
委

は
長
年
の
高
教
組
の
要
求
を

受
け
、
２
０
１
１
年
12
月
、

常
勤
臨
時
講
師
の
１
月
へ
の

年
休
繰
越
を
最
大
20
日
認
め

る
通
知
を
出
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
１
５
年
３
月
に

は
常
勤
臨
時
教
職
員
の
年
度

を
超
え
た
年
休
の
繰
り
越
し

が
東
北
で
初
め
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
通

知
を
も
っ
て
正
規
と

非
正
規
の
年
次
休
暇

に
よ
る
差
別
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

し
、
戻
っ
て
く
る
の
は
５
月
の

連
休
明
け
と
い
う
大
変
不
便
な

思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
健
康
保
険
を
国
民
健
康
保

険
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
わ
ず
ら
わ
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
高
教
組
と
県

教
組
は
、
年
金
事
務
所
を
訪
問

し
相
談
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

驚
い
た
こ
と
に
雇
用
が

月
末
１
日
空
い
て
い
て

も
社
会
保
険
は
継
続
で

よ
い
と
い
う
内
部
文
書

が
あ
る
こ
と
を
突
き
止

め
ま
し
た
。
県

議
会
で
も
こ
の

１
回
目
か
ら
支
給
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
大

７
５
０
０
０
円
、
１
０
０
人

規
模
で
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
適
用
範
囲

の
拡
大
が
必
要
で
す
。

　

青
森
県
で
働
く
非
常
勤
講

師
の
報
酬
単
価
は
、
慣
例
で

国
の
積
算
単
価
に
連
動
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
１
年
、
県

教
委
が
時
間
単
価
を
大
幅
に

引
き
下
げ
た
と
き
、
高
教
組

は
文
部
科
学
省
に
直
接
確
認

し
、
県
教
委
の
担
当
者
が
そ

の
額
を
間
違
え
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
２
６
５
０
円
か

ら
２
７
８
０
円
に
見
直
し
を

さ
せ
、
そ
の
差
額
を
遡
っ
て

返
還
さ
せ
ま
し
た
。

★
非
常
勤
講
師
時
間
単

価
引
き
下
げ

問
題
を
取
り
上

げ
、
さ
ら
に
全

国
組
織
で
あ
る

全
教
に
も
要
請

し
、
国
会
で
も

こ
の
問
題
を
追

及
し
、
政
府
の

答
弁
を
引
き
出

し
つ
つ
、
つ
い

に
は
厚
労
省
、

総
務
省
、
文
科

省
か
ら
社
会
保

険
料
の
適
切
な

取
り
扱
い
に
つ

い
て
通
知
を
出

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
２
０
１
５

年
か
ら
保
険
証
を
返
さ
な
く

て
も
よ
い
こ
と
に
な
る
と
と

も
に
３
月
分
の
社
会
保
険
料

を
県
教
委
と
折
半
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
改
善

は
青
森
県
の
私
た
ち
高
教
組

と
県
教
組
が
全
国
の
臨
時
教

職
員
の
待
遇
を
改
善
す
る
こ

と
に
広
が
っ
た
画
期
的
な
運

動
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

こ
れ
は
県
病
な
ど
で
働
く
臨

時
の
看
護
師
に
も
適
用
さ
れ

ま
し
た
。

臨時講師の赴任旅
費の支給枠の変遷

２
０
１
２
年




